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関連論文

・近年、イヤホンの使用開始年齢は急速に低年齢化し、イヤホン使用時間も長時間化している。

その中で、イヤホンが難聴を引き起こす危険性がある事が示唆されるデータを得た。今後イヤ

ホン難聴のメカニズムを研究し、イヤホン難聴を避ける対策を提示したい。

・従来、様々な病院や福祉施設で音楽療法を実施してきた。また、音楽に対する人体反応が聞

き手の嗜好性に大きく影響を受ける測定データを得た。今後、音楽療法の原理を解明したい。

・例えばクプラ付着した耳石を外から振動を与えて取る手法を開発する、或いは難聴のメカニズ

ムを考察する目的で、基本的な実験手法やFEM解析モデルの検討を着手した。
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・イヤホン使用と耳の健康度に関する調

査を広域で実施中（表１）、耳年齢測定

も実施中。Web経由で調査できるシス

テム構築中。

・ピアニストと共同で、愛知県や関東圏

等で病院音楽会（図１）を実施中、音楽

療法を実施中。音楽及び音振動の両

観点で、音楽の心理的及び生理的作

用を研究中（図２）。種々のストレス（リ

ラックス度）測定方法の検討中。

・CTスキャンDICOMデータをCADデータ

に変換するソフトを開発中。外耳道付

着物の振動による剥離現象を、エネル

ギーで整理できないかを検討し、実験

装置を設計中。

・難聴になり難いオーディオ機器の開発

・中耳及び内耳のシミュレーション

・医療、福祉、教育への音楽療法の活用

及び、日常生活で受けるストレスのリ

リースシステムの開発

性別 男 女 合計
イヤホン 耳の状態 [人] [％] [人] [％] [人] [％]

健全 3058 88.9 ↓ 1565 90.5 ↓ 4623 89.4
違和感あり 382 11.1 ↓ 164 9.5 ↓ 546 10.6
合計 3440 72.1 ↓ 1729 70.0 ↓ 5169 71.4
健全 1241 93.3 ↓ 674 91.0 ↓ 1915 92.5
違和感あり 89 6.7 ↓ 67 9.0 ↓ 156 7.5
合計 1330 27.9 ↓ 741 30.0 ↓ 2071 28.6
健全 4299 90.1 ↓ 2239 90.6 ↓ 6538 90.3
違和感あり 471 9.9 ↓ 231 9.4 ↓ 702 9.7
合計 4770 65.9 → 2470 34.1 → 7240 100.0

使用者

未使用者

合計

表１：イヤホン使用と耳の不調の相関．
日本の首都圏を中心に調査した、イヤホン使用有無と耳の

不調有無。男性が女性より、イヤホン使用がイヤホン不使

用より多く、耳の不調を自覚している事が判った。

図１：病院音楽会風景．
東京医科大学病院、平

成23年12月。リラックス

できた楽曲は年代により

異なる事等が判った。

図２：楽曲のFFT分析結果．
Let It Be。概ねクラシックや煩くな

い楽曲は近1/fパターンを示す。

心身への影響の周波数依存性に

ついては、今後の課題。
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